
 

 

平成 30 年度 市民公開講座 

住みなれた自宅で、穏やかに、最後まで過ごすための、 

本人・家族・地域・医療・介護の連携に向けた講演会 

2018 年 

6 月 9 日（土）14:00～16:15 

会場：三余館 １階 大ホール 
 

13:30～受付     14：00～開会 

14:05～16:05 

 演題： 終末期の過ごし方について 

          ～看取りというより生きる・生活～ 

 講師： 大分市 やまおか在宅クリニック院長  

山岡 憲夫先生 

16:05～16：15  質疑応答 

【問い合わせ先】  

大分県緩和ケア研究会 長門記念病院医療連携室 松尾 （℡ 0972-24-3000） 

佐伯市高齢者福祉課  地域包括支援センター  野村 （℡ 0972-23-1632）   

講師のやまおか在宅クリニックでは、基本理念に「“住みなれた家で、その人らしく、今を生きる”患者と

家族を支えます。」を掲げ、安らぎと安心感を与えるケアの提供、痛みや苦痛のない生活の提供の努⼒、

患者や家族の想いや希望に寄り添う医療を目指して、取り組んでいます。 

在宅で、最後まで、“生きる・生活を支え・過ごす”とは、どういうものか一緒に考えてみませんか。 
 

主催／大分県緩和ケア研究会県南支部  

共催／佐伯市高齢者福祉課、高齢者にやさしい地域づくり協議会 在宅医療・介護連携推進部会 


